おびひろ動物園と帯広畜産大学による共同研究について by 宮内 亜宜 et al.
おびひろ動物園と帯広畜産大学による共同研究について
宮内 亜宜 　加藤 雅彦
はじめに
　帯広市が経営する「おびひろ動物園」( 写真 ) は、
北海道帯広市内の緑ヶ丘公園にあり、哺乳類 30 種、
鳥類 30 種および爬虫類 2 種、計 62 種を飼育し展示
している。
　同じ帯広市内において、そこから 3km ほど離れた
所に、畜産学部 1 学部のみをもつ国立大学法人帯広
畜産大学がある。この大学は、十勝地方やその周辺
地域の産業である畜産に関係する教育、研究および
社会貢献を行っている。ここには、全国から畜産学、
獣医学、動物学等に興味のある学生が集まり、動物園への就職を希望する学生も多い。
　両者は、お互い協力関係にある。おびひろ動物園は、帯広畜産大学学生のインターンシップや一般
実習の受け入れ等を行ってきた。また、大学や研究機関からの申し出を拒む動物園も少なくない [1] 中、
研究についても、両者は相補してきた。動物園単独で行う研究には限界がある [1] からだ。動物園の社
会的目的は、教育、レクリレーション、自然保護および研究の四つと言われてきた [2] ので、動物園に
おける研究が社会や科学に貢献するものであれば、それはたいへん意義深いことである。しかし、可
能であれば、その研究成果が動物園の他の社会的目的も果たすよう動物園に還元されることが、動物
園にとっても更に意義が深く望ましいことであろう。
　2008 年度および 2009 年度において、おびひろ動物園と帯広畜産大学により行われてきた共同研究
について、両者の分担を明らかにするとともに、その成果が、社会的目的や博物館としての動物園機
能を果たしているか検討することをこの研究の目的とする。
方　法
　2008 年度から 2009 年度にかけて、おびひろ動物園と帯広畜産大学が共同に行った研究は、表１の
とおりであった。
写真 おびひろ動物園正門
表 1   2008-9 年度におけるおびひろ動物園と帯広畜産大学の共同研究
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　これらの研究におけるおびひろ動物園と帯広畜産大学の役割分担について、飼育展示係員に面接し
て調べた。また、これらの研究の成果に関するおびひろ動物園による 2008 年度から 2009 年度まで
の活用について、同様に調べた。
結　果
　各共同研究について、おびひろ動物園が担当した作業、帯広畜産大学が担当した作業および研究成
果の活用は、表２のとおりであった。
考　察
　動物園における研究について、Hosey, Melf, Punkhurst は、柔軟な定義を示している。すなわち、
飼育下であれ野生状態であれ、その環境や動物自体をよく知り、われわれの知識や理解を増やす活動
は、全て「動物園研究」とみなすべきだろう [3] としている。その意味で、おびひろ動物園と帯広畜
産大学が行った共同研究は、全て動物園研究である。
　その諸共同研究において、おびひろ動物園が担当した作業は、研究の中心的作業より補助的作業の
傾向が強かったと思われる。一方、帯広畜産大学が担当した作業は、研究の中心的作業であったと考
えられる。この理由は、いくつか考えられる。まず一つ目の理由は、高度な技術や高度な研究機器お
よび研究器具を帯広畜産大学がもっていたことである。二つ目の理由は、おびひろ動物園の展示飼育
表 2   共同研究に関する役割分担と研究成果の取扱
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係は多忙であり、研究より他の作業等が優先されたことである。一般に、清掃、給餌など現場での業
務をかかえる動物園の職員が研究活動に取り組むのはたいへんではある [4] とされている。三つ目の理
由は、研究分野が獣医学または獣医学隣接分野であり、それに対応する獣医師がおびひろ動物園には
少なかったことである。
　これらの研究すべての成果について、おびひろ動物園側の活用は、次の三点に集約できる。すなわち、
1) 治療やストレス低減、2) 繁殖（個体数管理）、3) 教育である。
　まず、実施したすべての研究の成果が活用されていることは、評価されるべきである。
　先に挙げた動物園の社会的目的について、動物園の動物個体を維持管理するという意味から、1) 治
療やストレス低減および 2) 繁殖（個体数管理）は、自然保護という目的に沿ったものと言えるかもし
れない。動物園で飼育している動物は、博物館でいう一次資料である。1) 治療やストレス低減および 2)
繁殖（個体数管理）はその維持管理であるから、博物館の四大機能、すなわち「資料収集」、「資料整理・
保管」、「調査・研究」および「教育・普及」[5,6] のうちの「資料収集」および「資料整理・保管」に
も相当する。
　3) 教育については、社会的目的の一つそのものであり、博物館四大機能の「調査・研究」でもある。
これは、動物園における四つの社会的目的の中で最も重要とされている [7]。そうした意味から、おび
ひろ動物園における研究の成果がおびひろ動物園の教育に還元されていることは、たいへん意義深い
ことである。しかし、研究の成果が使われる教育の手段がサインとガイドに限ることから、余裕があ
るのであれば、ホームページや解説書などにおける掲載など教育手段を更に広げるべきである。
　村田は、動物園への研究の活かし方について、四点挙げている [1]。すなわち、研究内容を飼育の現場、
つまり飼育や繁殖に活かすこと。発表の場として、展示に活かすこと。教育に活かすこと。野生動物
の保全に活かすこと。これらの四点に関し、おびひろ動物園の活用を当てはめると、飼育の現場およ
び教育に活かすことが該当する。
結　語
　2008 年度および 2009 年度において実施されたおびひろ動物園と帯広畜産大学による共同研究は、
大学側が研究の中心的作業を遂行し、動物園側が補助的作業を遂行していた。しかし、動物園側は、
研究成果を 1) 治療やストレス低減、2) 繁殖（個体数管理）、3) 教育の三つのことに活用しており、こ
れらは、いわゆる動物園の四つの社会的目的および博物館の四大機能に叶ったものであるので、評価
されるべきことである。
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